
（5）平成 19.8.15

に
不
幸
な
戦
火
を
交
え
る
事
件
が

発
生
し
た
。
戦
火
は
北
支
よ
り
中

支
に
拡
大
し
、
事
変
は
遂つ
い

に
全
面

戦
争
へ
と
発
展
し
て
し
ま
っ
た
。

昭
和
15
年（
小
生
満
20
歳
）、
第
１

捕
充
兵
役
と
し
て
松
江
西
部
64
部

隊
に
召
集
を
受
け
、
同
年
12
月
10

日
入
隊
。
そ
の
後
３
か
月
間
言
葉

に
言
い
尽
く
せ
な
い
ほ
ど
の
厳
し

い
第
１
期
検
閲
教
育
を
受
け
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

上
等
兵
、
古
兵
か
ら「
君
ら
は
お

国
の
た
め
に
捧
げ
た
身
だ
。
如い

か何

に
苦
し
く
と
も
辛
抱
し
て
訓
練
に

励
ん
で
欲
し
い
」
と
い
う
訓
話
を

し
っ
か
り
教
え
込
ま
れ
た
。

　

全
て
は
お
国
の
た
め
、
天
皇
陛

下
の
た
め
、
こ
の
苦
し
さ
に
耐
え

抜
か
な
く
て
は
戦
地
に
行
く
こ
と

が
出で

き来
な
い
の
で
あ
る
。
熾し
れ
つ烈

な

日
々
の
訓
練
に
耐
え
抜
い
た
補
充

兵
は
、
翌
16
年
３
月
に
北
支
連
隊

本
部
の
保
定
に
向
け
広
島
県
宇う
じ
な品

港
か
ら
玄
海
の
荒
波
を
越
え
、
中

国
河
北
省
の
塘タ
ー
ク活
に
上
陸
。
待
ち

に
待
っ
た
お
国
の
た
め
、
天
皇
陛

下
の
た
め
に
ご
奉
公
出で

き来
る
日
が

現
実
の
も
の
と
な
っ
た
我
々
補
充

兵
は
心
か
ら
喜
び
、
忠
節
を
誓
い

合
っ
た
。

　

近
年
ま
れ
に
見
る
程ほ
ど

の
激
戦
と

云
わ
れ
た「
河
南
会
戦
」
に
は
初
め

て
米
軍
が
参
戦
し
て
き
た
。
昭
和

19
年
４
月
８
日
石
門
よ
り
南
下
。

黄
河
を
渡
り
、
牙
城
覇
王
城
の
最

前
線
基
地
。
米
軍
の
支
援
を
受
け

た
数
百
万
の
敵
兵
と
近
代
設
備
を

誇
る
大
部
隊
で
あ
る
旨む
ね

が
我
ら
に

徹
底
し
て
伝
え
ら
れ
た
。
こ
れ
に

対
し
わ
が
軍
は
北
支
派
遣
軍
第
10

師
団
と
飛
行
機
、
戦
車
、
山
砲
工

兵
等
６
個
師
団
を
以も
っ

て
編
成
さ
れ

た
。
北
支
屈
指
の
大
作
戦
で
、
全

滅
部
隊
が
出
る
こ
と
も
覚
悟
せ
よ

と
の
檄げ
き

が
飛
ん
だ
。
我
が
第
10
中

隊
は
通
称「
ニ
ワ
ト
リ
陣
地
」
を
目

標
に
攻
撃
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

４
月
19
日
午
前
５
時
30
分
、
一

斉
射
撃
を
開
始
。
陸
空
相
呼
応
し

て
の
攻
撃
は
地
震
の
ご
と
く
震
え

る
弾
着
と
す
さ
ま
じ
い
土
煙
で

あ
っ
た
。
特
攻
隊
長
と
し
て
張
り

巡
ら
し
た
壕ご
う

を
飛
び
交
う
弾
丸
を

躱か
わ

し
な
が
ら
縄な
わ
ば
し
ご

梯
子
で
懸
命
に

昇
り
降
り
を
繰
り
返
し
て
進
ん

だ
。
死
傷
者
は
後
方
衛
生
班
に
任

せ
我
々
は
ひ
た
す
ら
前
進
あ
る
の

み
。
引
き
続
き
洛
陽
攻
撃
で
残
敵

掃そ
う
と
う討

を
遂
行
。

そ
し
て
昭
和
20
年
８
月
18
日
い
つ

も
の
警
備
中
、
８
月
15
日
の
天
皇

陛
下
の
終
戦
の
お
言
葉（
全
面
降

伏
）を
聞
か
さ
れ
た
。
我
々
前
線
兵

士
は
、
そ
の
こ
と
を
俄
に
わ
か

に
は
信
じ

る
こ
と
が
出で

き来
る
は
ず
も
無な

か
っ

た･
･
･

。
命
令
に
従
い
鄭
て
い
し
ゅ
う

州
に
集

結
。
武
装
解
除
の
う
え
捕
虜
の
身

と
な
っ
た
。
そ
の
日
以
降
中
国
八

路
軍
の
命
に
よ
り
毎
日
つ
ら
い
使し

役え
き

に
明
け
暮
れ
、
食
事
は
粟
粥
だ

け
の
生
活
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
翌
昭
和
21
年（
小
生
満

26
歳
）３
月
23
日
、
上
海
よ
り
米
国

の
船
に
て
山
口
県
の
仙
せ
ん
ざ
き崎

港
に
帰

還
。
そ
れ
ぞ
れ
慰
労
金
５
百
円
を

受
領
し
懐
か
し
の
郷
里
へ
と
帰
っ

て
行
っ
た
。

　

６
年
間
に
及お
よ

ぶ
中
国
大
陸
で
の

死
闘
を
生
き
抜
き
幸
運
に
も
内
地

帰
還
出で

き来
た
事
は
、
命
を
亡
く
し

て
し
ま
っ
た
多
く
の
戦
友
に
対
し

感
謝
の
念
で
堪
え
ま
せ
ん
。

　

戦
争
に
よ
っ
て
か
け
が
え
の
な

い
命
を
落
と
さ
れ
た
皆
様さ
ま

の
ご
冥

福
を
心
よ
り
お
祈
り
致
し
ま
す
。

｢

二
度
と
こ
の
様よ
う

な
戦
争
を
し
て

は
な
ら
ぬ
！｣

〝
人
と
人
が
殺
し
あ
う
戦

争
は
や
め
て
！
〞　
　
　

　
二
度
と
戦
争
を
し
な
い
で
！

平
和
な
日
本
を
守
っ
て
ほ
し
い

河
原
條　

光
子

　

戦
後
１
年
過
ぎ
た
あ
る
日「
日

本
人
よ
！
８
月
末
ま
で
に
日
本

国
へ
帰
れ
！
」
と
命
令
さ
れ
た
。

リ
ュ
ッ
ク
の
中
身
も
制
限
さ
れ

て
、
乗
船
ま
で
の
食
材
、
米
、
野

菜
、
缶
詰
、
自
炊
用
具
、
毛
布
、

衣
類
夏
３
点
冬
２
点
な
ど
、
詰
め

て
ハ
ル
ピ
ン
駅
に
集
合
。
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
で
は
、
中
国
の
青
年
男

女
が
肩
を
組
ん
で
誇
り
高
く
歌
う

中
を
、
引
き
揚
げ
者
は
し
ず
か
に

歩
い
た
。
敗
戦
国
民
と
し
て
辛つ
ら

い

姿
だ
っ
た
。

　

厳
重
な
身
体
と
荷
物
検
査
が
あ

り
髪
の
中
や
靴
下
を
ぬ
ぎ
靴
の
中

ま
で
調
べ
、
リ
ュ
ッ
ク
は
特
に
念

入
り
で
、
夏
３
点
冬
２
点
の
和
服

を
出
し
て
、
自
分
の
大
き
な
袋
に

平
気
で
し
ま
い
横
目
で
私
を
見
て

完
了（
ワ
ン
ラ
）と
言
っ
た
。
和
服
に

未
練
は
な
い
。
一
秒
も
早
く
日
本

の
土
が
ふ
み
た
い
と
思
う
の
み
。

　

父
の
こ
と
ば「
途
中
、
辛つ
ら

い
こ
と

が
あ
る
が
、
み
ん
な
で
が
ん
ば
ろ

う
な
」が
浮
か
ん
だ
。

　

博
多
港
上
陸
ま
で
49
日
間
、
一

番
、
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、
肩
章

の
な
い
兵
隊
さ
ん
の
こ
と
。
そ
の

頃
中
国
は
、
蒋
介
石
軍
と
毛
沢
東

軍
の
内
戦
の
中
で
新
京
〜
吉
林
間

の
鉄
道
が
爆
破
さ
れ
て
、
南
下
す

る
人
は
、
山
道
を
歩
か
な
く
て
は

な
ら
な
か
っ
た
。

　

20
キ
ロ
以
上
の
リ
ュ
ッ
ク
を
背

に
、
山
道
を
歩
け
る
と
は
思
え
な

い
。
で
も
皆
に
つ
い
て
歩
か
な
い

と
残
さ
れ
る
。
一
歩
一
歩
が
ま
ん

し
て
、
励
ま
し
合
っ
て
前
進
し
た
。

　

９
月
初
め
の
陽
は
暑
く
そ
の

上
、
み
ん
な
厚
着
な
の
で
汗
だ
く

で
目
に
し
み
た
。
一
人
も
ダ
ウ
ン

し
な
い
よ
う
に
支
え
あ
い
声
掛
け

合
っ
て
前
進
前
進
を
、
お
や
？
何

だ
ろ
う
。
前
方
に
ご
ろ
ご
ろ
横
た

わ
る
の
は

－

、
そ
れ
は
な
ん
と

日
本
の
兵
隊
さ
ん
の
死
体
！
だ
っ

た
。
肩
章
を
取
ら
れ
武
装
解
除
さ

れ
て
、
汚
れ
た
ま
ま
の
軍
服
で
表

情
は
苦
し
そ
う
。
ず
っ
と
向
こ
う

ま
で
続
く
遺
体
だ
っ
た
。

　

思
わ
ず
手
を
合
わ
せ
拝
ん
だ
が
、

そ
れ
以
上
は
行
進
を
続
け
て
い
る

私
達た
ち

に
何
も
で
き
な
か
っ
た
。

　

兵
隊
さ
ん
の
故
郷
で
は
、
肉
親

が
待
ち
遠
し
く
心
配
し
て
い
る
の

を
思
い
辛つ
ら

か
っ
た
。
戦
争
に
負
け

た
こ
と
は
悲
し
い
。
こ
ん
な
目
に

合
っ
た
の
も
、
敵
と
味
方
で
戦
っ

た
た
め
だ
と
、
悲
し
み
と
憤
り
で

が
ま
ん
の
な
ら
な
い
瞬
間
だ
っ

た
。
今
も
あ
の
時
の
場
面
は
心
に

焼
き
つ
い
て
、
忘
れ
る
こ
と
の
で

き
な
い
映
像
が
迫
っ
て
く
る
。

※
紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
一
部
割

愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※
常
用
漢
字
で
は
な
い
漢
字
も
ル

ビ
を
ふ
り
、
で
き
る
だ
け
そ
の
ま

ま
掲
載
し
ま
し
た
。

語り継ぐ戦争体験
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倉吉市メール配信サービスがスタートします！

　８月１５日（水）から倉吉市メール配信サービスがスタートします。これまでの防災情報に加え、イベント情報や防
犯情報などさまざまな情報を、登録された皆さんに電子メールで配信します。携帯電話でも受信できます。 ぜひご利
用ください。
※現在、防災メールをご利用の人には、登録・変更の案内のメールをすでに配信しています。

第６回倉吉天女音楽祭
8月20日（月）

チケット発売開始！

　

Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ａ
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
に
よ
る
第
６
回
倉
吉
天
女
音
楽

祭
を
開
催
し
ま
す
。
倉
吉
の
秋
の

音
楽
祭
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と　

き

：

10
月
８
日（
月
・
祝
）
午

後
２
時
〜
４
時

と
こ
ろ

：

倉
吉
未
来
中
心
大
ホ
ー
ル

■
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
な
い
コ
ン
テ

ス
ト

・
一
次
審
査
を
通
過
し
た
団
体
な

ど
の
演
奏（
一
次
審
査

：

９
月
２

日（
日
）
午
後
２
時
〜
倉
吉
未
来
中

心
リ
ハ
ー
サ
ル
室
＊
無
料
公
開
）

・「
フ
リ
マ
ど
ん
な
？
」
ソ
ロ
ス

テ
ー
ジ

■
倉
吉
天
女
音
楽
祭
ス
テ
ー
ジ

　

倉
吉
天
女
音
楽
祭
吹
奏
楽
団
＆

Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ａ
さ
ん
の
ジ
ョ
イ
ン
ト

の
ほ
か
、
倉
吉
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
、
上
灘
小
学
校
・
明
倫
小

学
校
の
合
唱
団
、
打
吹
童
子
ば
や

し
な
ど
地
元
の
音
楽
団
体
も
出
演

す
る
な
ど
見
ど
こ
ろ
満
載
。

入
場
料

：

大
人
７
０
０
円（
当
日

券
８
０
０
円
）、
小
・
中
・
高
校
生 

３
０
０
円（
当
日
券
３
５
０
円
）

※
当
日
は
、
託
児
無
料
サ
ー
ビ
ス

あ
り〔
ご
希
望
の
場
合
は 

10
月
２

日（
火
）
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
〕

プ
レ
イ
ガ
イ
ド

：

倉
吉
交
流
プ
ラ

ザ
、
倉
吉
未
来
中
心
、
倉
吉
パ
ー
プ

ル
タ
ウ
ン
、
ト
ミ
ヤ
楽
器
店
、
は
と

や
楽
器
、
Ｂ
Ｙ
ヨ
シ
ダ
、
倉
吉
今
井

書
店
、
鳥
取
県
民
文
化
会
館

※
問
合
せ
先

：

倉
吉
天
女
音
楽
祭
実
行

委
員
会
事
務
局（
倉
吉
交
流
プ
ラ
ザ
内

（
月
曜
日
休
館
）／
あ
４
７

－

１
１
８
２
／

い
４
７

－

１
１
８
５
）

本サービスの利用 
１．下記アドレスあてに空メール（件名・本文を入力しな
　　いメール）を送信してください。
２．送信元のアドレスへ、登録・変更用メールが返信さ
　　れますので、メールに記載されたＵＲＬへアクセス
　　してください。
３．表示される登録画面で、ご希望のジャンルを選択し
　　て「確認」ボタンを押してください。
　　※複数のジャンルを選択することも可能です。 
４．確認画面が表示されますので、内容を確認して「登録」
　　ボタンを押してください。
５．登録完了画面が表示されます。これで登録完了です。

＊登録・変更用アドレス
 kurayoshi@xpressmail.jp　  専用ＱＲコード→

＊解除用アドレス
 kurayoshi-d@xpressmail.jp  専用ＱＲコード→
 

！登録について
　登録アドレスにメールを送信しても返信がない場合は、
次のことを確認して再度送信してください。
・登録用メールアドレスを確認する。
・新着メールの問い合わせを実施する。
・迷惑メール設定を確認する。
　「@xpressmail.jp」からのドメイン許可、URLつきメー 
　ルの許可

※問合せ先：企画課（あ 22－8161）

注意事項
・収集したメールアドレスは、本メール配信以外の用途
  には利用しません。
・本サービスの利用は無料ですが、通信費は利用者負担
  となります。
・通信環境などによって、通知メールの受信に時間がか
  かる場合があります。
・本サービス内容は、予告なしに内容を変更または削除
  する場合があります。
・システムメンテナンスおよびシステム異常で、  サー
  ビスを停止する場合があります。
・本サービスから送信したメールがエラーとなって戻っ
  てきた場合は、利用の解除手続をとらせていただく場
  合があります。
・配信されるメールへの返信は受け付けていません。

配信される情報 
　配信される情報は、次のとおりです。

防災
イベント
教室・講座（各種講座・教室の参加者募集も含む）
福祉（福祉サービス、助成金の申請方法など）
健康（健診案内、健康に関するイベントの案内など）
子育て支援
介護予防（介護予防教室の案内など）
若者定住
UJI ターン
地域防犯（不審者・不審電話情報など）
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倉
吉
市
保
存
樹
指
定
番
号
１
１
２

（
平
成
18
年
２
月
20
日
指
定
）

主
な
樹
種

：

ス
ダ
ジ
イ
、
ア
ス

ナ
ロ
、
ス
ギ
、
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
な
ど

面
積

：

３
，
６
０
１
㎡

・
山
守
神
社
は
、
豊
か
な
田
園
地

帯
に
沿
う
高
台
に
あ
り
、
蒜
山
三

山
も
一
望
で
き
ま
す
。

・
社し
ゃ
そ
う叢

に
は
、
樹
齢
２
０
０
年
を

超
え
る
ス
ダ
ジ
イ
な
ど
の
巨
木
が

見
ら
れ
、
古
く
村
人
た
ち
の
憩
い

の
森
と
し
て
も
大
切
に
さ
れ
、
保

護
さ
れ
た
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

●
倉
吉
市
保
存
樹
の
紹
介
・
・
・
・
・
・
・
⑤

（
倉
吉
市
の
緑
を
守
り
育
て
る
審
議
会　

会
長　

森
本　

満
喜
夫
）

※
問
合
せ
先

：

市
民
参
画
課（
あ
２
２

－

８
１
５
９
／
い
２
３

－

３
７
０
１
）

地域資源「淀屋」「里見」シリーズ④　　　「第５回鳥取県総合芸術文化祭」

倉
吉
市
保
存
樹
指
定
番
号
１
１
３

（
平
成
18
年
２
月
20
日
指
定
）

ス
ダ
ジ
イ

：

樹
高
15
ｍ
・
幹
の

周
囲
4.0
ｍ
・
樹
齢
４
０
０
年
／
樹

高
15
ｍ
・
幹
の
周
囲
3.5
ｍ
・
樹
齢

４
０
０
年

・
当
地
は
、
房
総
里
見
の
十
代
・

安
房
守
忠
義
の
終
え
ん
の
地
で
、

根
元
に
里
見
忠
義
主
従
が
祀ま
つ

ら
れ

て
い
ま
す
。

・
こ
の
ス
ダ
ジ
イ
を
切
れ
ば
崇た
た

る

と
の
伝
承
も
あ
り
、
悲
運
の
主
従

の
魂
が
や
ど
っ
て
い
る
と
信
じ
、

村
人
は
大
切
に
見
守
っ
て
い
ま
す
。 山守神社の森

（関金町今西）

里見屋敷のシイ

（関金町堀）

せきがね里見まつり倉吉第２２
回

９月２日（日）
メイン会場
山守小学校体育館および周辺

＊日程
11：00 ～ 里見時代行列

　大岳院で墓参り～時代行列スタート
　赤瓦周辺～八橋往来…関金温泉街～廟

びょう

（堀）～
　山守小学校

14：30 ～ 神事「里見忠義主従の廟
びょう

」前で実施（山郷神社西方）

15：00 ～ オープニングパレード
　山守小学校児童による鼓隊パレード
　（山郷神社前～小学校）

15：30 ～ 開会セレモニー
　開会あいさつ、里見一族代表あいさつ
ステージイベント

～ 18：30 終了 ( 予定 )

◆里見時代行列   主催：NPO法人養生の郷
 [ 日程 ]
11：00　大岳院墓参り後出発～久米郡倉吉驛

えき

（豊田家）
        　 【桑田醤油～赤瓦～高田酒造～豊田家】
        　 （関金まで車移動し、昼食）
13：30　関金温泉街周辺
        　 【湯命館～関金温泉番所】
        　 （山郷神社周辺まで車移動）
14：30　神事「里見忠義主従の廟

びょう

」～山守小学校まで
        　 オープニングパレードとともに行進

◆里見忠義公・里見八賢士顕彰剣道大会
と　き： ９月２日（日）9：00 ～
ところ： 倉吉体育文化会館
主　催： 倉吉市剣道連盟
内　容： 中・四国、近畿地区の小学生および中学
　　　　生のトーナメント方式による団体戦
　　　　小学生（低学年、高学年）、中学生（男子、
　　　　女子）

※問合せ先 ： 倉吉せきがね里見まつり実施委員会

　　　　　　（交流推進課　あ 45－2112 ／い 45－3964）

（出演団体など）
倉吉談語の会、
打吹童子ばやし
振興協議会、八
賢士太鼓愛好会
守護行列、子ど
も歌舞伎保存会

　

10
月
７
日
に
開

催
さ
れ
る「
第
２
回

山
陰
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
あ
か

り
」
の
イ
ベ
ン
ト
で
、

白
壁
土
蔵
群
一
帯
に
野
外
展
示
す
る
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
あ
か
り
を
製
作
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
な
い
ま
す
。
夏
休
み
の
宿
題
と
し
て

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と　

き

：

８
月
25
日（
土
）午
後
１
時
〜

と
こ
ろ

：

成
徳
公
民
館

参
加
費

：

１
，
０
０
０
円（
材
料
代
）

講　

師

：

山
ノ
内
芳
彦
さ
ん（
木
工
作
家
）

申
込
締
切

：

８
月
23
日（
木
）

※
申
込
・
問
合
せ
先

：

倉
吉
商
工
会
議
所
青
年
部（
あ

２
２

－

２
１
９
１
／
い
４
７

－

１
０
２
３
／
Ｅ
メ
ー

ル

：y
e
g
3
1
0
3
@
a
p
io
n
e
t.o
r.jp

）

第
２
回
山
陰
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
あ
か
り

「
和
紙
と
土
壁
を

使
っ
た
あ
か
り
教
室
」

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
募
集
！

里見時代行列参加者募集
■参加資格：だれでも参加できます。
■募集人数：大人（中学生以上）１０人、小学
　生（4年生～ 6年生程度）１０人（男女は問い
　ません） 
■と　　き：9 月 2 日（日）
   午前 9時ごろから午後 5時ごろまで（着替え
　時間も含む）
■申込期限：8 月１９日（日）　当日消印有効
　定員を超えた場合抽選
※申込・問合せ先：NPO法人養生の郷

（あ／い 45－3988 ／Ｅメール：youjyou@sekigane.net）

主催 ： 倉吉せきがね里見まつり実施委員会
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皆
さ
ん
は
、
夏
の
味
覚
と
い
え
ば
何

を
思
い
出
し
ま
す
か
？
私
は
、
畑
か
ら

採
れ
た
て
の
青
い
唐
辛
子
と
み
ず
み
ず

し
い「
サ
ン
チ
ュ
」に
サ
ム
ジ
ャ
ン（
味
付

け
味
噌
）を
つ
け
て
食
べ
る
時
に
、
あ
ら

た
め
て
夏
と
い
う
季
節
に
感
謝
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
韓
国
の
代
表
的
な
夏
野
菜

「
サ
ン
チ
ュ
」
の
お
話
で
す
。
最
近
、
日

本
の
焼
肉
屋
さ
ん
に
行
く
と
よ
く
み
か

け
る「
サ
ン
チ
ュ
」
は
、
韓
国
の
肉
料
理

に
は
欠
か
せ
な
い
食
材
で
す
。「
サ
ン

チ
ュ
」の
上
に
焼
い
た
肉
、
ご
飯
、
サ
ム

ジ
ャ
ン
、
ニ
ン
ニ
ク
な
ど
を
の
せ
、
包

ん
で
大
口
で
食
べ
る
韓
国
人
の
姿
を
見

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
考
え
た
だ

け
で
も
よ
だ
れ
が
出
て
き
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
韓
国
人
は
刺
身
を
食
べ
る
際

に
も「
サ
ン
チ
ュ
」
の
上
に
刺
身
と
刻
ん

だ
ニ
ン
ニ
ク
や
唐
辛
子
な
ど
を
の
せ
、

包
ん
で
食
べ
ま
す
。
そ
ん
な
食
べ
方
で
、

魚
や
肉
の
味
を
ち
ゃ
ん
と
分
か
る
か
が

皆
さ
ん
心
配
で
す
よ
ね
。
で
も
、
私
を

含
め
て
韓
国
人
は
、
口
の
中
で
魚
や
肉

の
味
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ニ
ン
ニ
ク

や
唐
辛
子
の
味
を
ち
ゃ
ん
と
区
別
し
て

食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
あ
る
意
味
、

美
食
家
で
す
よ
ね
。
^^

　

韓
国
人
に「
サ
ン
チ
ュ
」
が
こ
れ
ほ
ど

親
し
ま
れ
て
い
る
理
由
の
１
つ
は
、「
サ

ン
チ
ュ
」
が
持
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な

栄
養
成
分
と
医
学
的
な
効
能
に
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、「
サ
ン
チ
ュ
」
は
繊
維
が
豊
富

で
腸
の
毒
素
の
排
出
、
便
秘
解
消
に
よ

く
効
き
ま
す
。
ま
た
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
１
、

Ｂ
１
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
無
機
物
な
ど
の

成
分
が
、
皮
膚
を
健
や
か
に
保
っ
て
く

れ
る
天
然
の
化
粧
品
と
し
て
の
効
能
を

持
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
葉
っ
ぱ

を
乾
燥
さ
せ
、
粉
に
し
て
歯
を
磨
け
ば

歯
が
白
く
な
る
美
白
効
果
も
持
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
茎
の
部
分
に
眠
気
を
誘
う

成
分
を
含
ん
で
い
る
た
め
、
不
眠
症
の

人
は「
サ
ン
チ
ュ
」
を
ジ
ュ
ー
ス
に
し
て

飲
め
ば
熟
睡
で
き
る
そ
う
で
す
。

　

食
欲
の
な
い
夏
、「
サ
ン
チ
ュ
」
に
ご

飯
を
い
っ
ぱ
い
包
ん
で
ほ
お
ば
っ
て
み

る
の
は
い
か
が
で
す
か
。
た
だ
し
、
居

眠
り
に

は
十
分

気
を
つ

け
て
く

だ
さ
い
。

今月のキーワード
  サン　チュ　ヌン　　 モ　  メ 　　ジョ　 ア　  ヨ

상추는 몸에 좋아요.
「サンチュ」は体にいいです。

No.16

夏
の
ヘ
ル
シ
ー
フ
ー
ド

「
サ
ン
チ
ュ
」

　

動
物
愛
護
週
間
に
伴
う
イ
ベ
ン

ト「
動
物
愛
護
フ
ェ
ス
タ
」（
９
月

24
日（
月
・
振
休
）
午
前
10
時
〜
正

午
／
打
吹
公
園
会
場
内
）
で
行
わ

れ
る
動
物
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の

作
品
を
広
く
募
集
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
我
が
家
の
ペ
ッ
ト

自
慢
を
し
ま
せ
ん
か
？

■
募
集
要
項

題　

材

：

動
物
・
ペ
ッ
ト
を
題
材

と
し
た
写
真

参
加
資
格

：
自
由　

出
品
点
数
制

限
な
し

サ
イ
ズ

：

カ
ラ
ー
白
黒
と
も
に
２

Ｌ
（
１
７
８
㎜
×
１
２
７
㎜
）各
種

賞
あ
り（
賞
状
と
記
念
品
）

審
査
方
法

：

９
月
24
日
イ
ベ
ン
ト

時
間
内
に
ご
来
場
さ
れ
た
お
客
さ

ま
の
投
票
で
決
定

応
募
方
法

：

作
品
の
題
名
お
よ
び

応
募
者
の
住
所
、
名
前
、
電
話
番

号
を
明
記
し
た
も
の
を
同
封
し
て

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
作

品
の
返
却
は
し
ま
せ
ん
。

締　

切

：

９
月
14
日（
金
）
※
当
日

消
印
有
効

応
募
先

：

管
理
課
公
園
管
理
係

（
〒
６
８
２

－

８
６
１
１
倉
吉
市
葵

町
７
２
２
／
あ
２
２

－

８
１
３
１

／
い
２
２

－

８
１
７
９
）

主　

催

：（
社
）
日
本
愛
玩
動
物
協

会
、
愛
玩
動
物
飼
養
管
理
士
会　

後　

援

：

鳥
取
県
、
倉
吉
市
、
新

日
本
海
新
聞
社

※
問
合
せ
先

：

鳥
取
県
愛
玩
動
物
飼
養

管
理
士
会　

事
務
局　

山
本（
あ
０
８
０

－

５
０
３
０

－

９
８
３
７
）

動物愛護フェスタ
フォトコンテスト

作品募集

Ｉｗａｇｏ’ｓ　Ｗｏｒｌｄ

岩合光昭写真展
－地球の輝く生

いのち

命たち－

Mitsuaki Iwago○C Mitsuaki Iwago○C

　動物写真家・岩合光昭が、アフリカ大陸や南極、そして身

近な街角でとらえた「地球の輝く生
いのち

命たち」のありのままの姿を

１６５点の写真で伝えます。

９月２日（日）まで　無休
開館時間：９: ００～１７: ００（入館は１６: ３０まで）
入館料：一般 800（500）円、大学・高校生 500（300）円
中学生以下無料、（　）内は２０人以上の団体割引料金
障がいをお持ちの人は当日料金の半額（介助者は無料）

倉吉博物館
（あ 22－4409 ／い 22－4415）

肉や魚と相性抜群の
「サンチュ」

次回展示案内：第７回前田寛治大賞展

９月８日（土）～１０月８日（月･祝）




